





























































他にも (2)から (4)のような間接受身と呼ばれる  北京語
受身文も見られる。                 (6)T物 わご ″θttg tter2轟a″g
私  受身 彼から  (私自身)体
(1)太郎が花子に殴られた2。
(2)太良『/」ゞ 花子に日記を読まれた。                     toule   shOubiao.
(3)太郎は隣の花子に一晩中宴会をされた。         盗んだ 時計




詞の受身」とに分けられる (金水1993)。例文 (2)、  (7)SIIあa 泌潰υ■ ■ぬθ
“
οげ 劫 ね わdam.
(3)がヲ格残存受身に属し、例文 (4)が自動詞の     スダ  受身  泥棒    入る 家
受身に属する。また、意味論的に見て (2)は「持ち     スダはうちを泥棒に入られた。
主の受身」、(3)と(4)は「第二者の受身」と分け               (Siewierska 1984:156)
ることもできる。意味論上でさらに重要な点は、間接
受身は被害や迷惑の意を表すことが多いということで  インドネシア語
ある。それは自動詞の受身のように基本的に構文自体   (8)晦iごゎllZfr」■
"aLttη
話坐 恥 o働ニ
の意味である場合もあるし、持ち主の受身のように文     憲二 殴られた その頭  によつて 広志
脈や動詞の意味による場合もある3。             憲二は広志に頭を殴られた。(湯浅 2000:18)
本稿では間接受身の特殊性として (1)持ち主の受
身、(2)自動詞の受身、(3)被害の意味という3点   英語とフランス語などでは、上の例文で述べられて
を中心に議論を進める。              いる意味内容をいわゆる使役構文が表 しているが
(Shibatani 1985,Washio 1993)、(9)や(10)
3 持ち主の受身                のような文を一種の受身構文と扱ってもよいという考
え方もある(Siewierska 1984)。
間接受身構文の中でも、持ち主の受身は、幾つかの
アジアの言語に見られることが先行文献でもま旨摘され  (9)励m■aJ Йお wa`めsしd銀.
てお り(ニラタワッ ト1980, Siewierska 1984,  (10)Jeam s tsι力光 フリJθr sa mοn加.
Shibatani 1985,湯浅 2000)、それ程特殊な構文と
は言えない。             .       また英語では、have構文だけでなく、get構文でも
受身的意味を表すことがある。
ベ トナム語
(5)ハワm  tt  θ′β力sメι  ″
“
泌′口      (11)Лttn g♭ι力」is πa″θ
`s`Jθ
m y々apゴθ均9οCkeι.
Nam  受身 警察    没収する
Getは、英語で受身構文にも使われている助動詞であ
rad6   cua     n6.                 る。 Giv6n and Yang(1993)は、getの受身構文が、
ラジオ 属する  彼            おおむね以下のように再帰使役文から発達してできた
ナムはラジオを警察に没収された。        ものだと提案している。
(Siewierska 1984: 155)
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(15)Иf12marka a万‐Q産げ θθθ‐υf m口f■‐θ"ぬ.



























(18)乃rθ   女品 LIJi2η′″. ←~ Httam.
太郎  雨に降られる  雨が降る






僕 死なれる 子供    子供  死ぬ
僕は子供に死なれた。    子供が死んだ。
(20 Dゴa些あ
"η
Jttn ぬ趨口.←物 r22口 ぬ"ng
彼 来られる  客   客  来る









(21)亜ぬnshθu   bご  力mrθm  pa」θ.




















(22)θθsιθrn   ″υ2・∂θ
昨日    なった
昨日踊りがあつた。
トルコ語
(23)Bulηごa   Opani・.













ショー ナ語 (バントゥー 系)など、幅広い言語に見ら



















a士曜 s sa`錮″ 励 m.












































受け入れられている (Wierzbicka 1979,Oehrle and


























































(34)Лご 燿baノ2′ゴ dθ ノ dわian fルgι湧わど
地洛     の 1つ大きい 領土 受身
y“(珈an  gF m〃bam―」θ.
ベ トナム  占領する一完了
領土のほとんどはベ トナムに占領された。
(Chappell 1986:1044)





(35)Suた 泌autt  πι





00‐ar22 務″覇 わ 
“
θθ″.   ‐





 贋  η″  dメm五.
ナム 受身 ガー 殴る
ナムはガーに殴られた。
(Siewierska 1984:149)
(38)励n  duθθ  hm   dttn力.























方が大多数 とい う結果が出ている (Collins 1996,























































































は問題である。 :       |
3.
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